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あの熱狂はいかにして生まれ、そして失われていったのか―― 

1950 年代の島ぐるみ闘争は、沖縄全島を巻き込んだ。しかし時を経て、〝島ぐるみの一体感〟はどこか 

心もとなく響く。 

人々の心性にまで浸透した米軍の統治戦術を読み解き、沖縄の〝今〟を逆照射する、次世代のための沖縄戦後史。 

 

〈著者紹介〉古波藏 契（こはぐら けい）1990年生まれ、明治学院大学社会学部付属研究所研究員 

 

～版元から～ 過酷な沖縄戦を経て、沖縄が基地の島へと変貌し、都市化が進んだ 1950 年代。銃剣とブルドーザー 

で故郷を追われた農民の訴えに、道行く人々は足を止めました――島ぐるみ闘争です。 

しかし、現在の沖縄社会は、ここから遠く隔たったのではないか。沖縄戦後史の原点に立ち戻り、閉塞する沖縄の 

〝今〟を読み変える。次世代のための沖縄戦後史です。 
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